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１． 研究計画の概要 

 
（１）呈示刺激に対する課題施行時における、
事象関連電位成分の特徴や起源の検索のた
め、頭皮上電位分布の解析だけではなく低
解像度脳電磁図 (low-resolution brain 
electromagnetic tomography: LORETA）解
析を行なう。 

 
（２）光トポグラフィーでの記録も可能とな
ったので、健康成人で、光トポグラフィー
での記録を行い、脳波、事象関連電位成分
との関連を検討する。 

 
（３）健康成人、高次脳機能障害患者で、各
呈示課題および呈示刺激に対する課題施行
時における事象関連電 N1,P2,P3a,P3b, 
Nogo N2、 Nogo P3、N400、P600 成分など
とともに LORETA 解析を含め検討を行ない、
その特徴を明らかにする。 

 
（４）事象関連電位成分、LORETA解析、光ト
ポグラフィーでの解析所見のそれぞれの関
連を含めて検討を行なう。 

 
（５）痛覚や温度覚に関する小径有髄繊維な
ども含めた体性感覚を評価するため異なる
周波数 5Hz,250Hz,2000Hz の微弱な電流に
よる電流知覚閾値と脳内での感覚情報処理
との関係を明らかにするため、電流知覚閾
値検査施行中の光トポグラフィー検査を同
時記録し、小径有髄線維が関わる知覚認識
時の脳内の情報処理過程を検討する。従来
の体性感覚大脳誘発電位の後期成分など大
径有髄線維が関わる感覚の脳内情報処理過

程との違いを検討し、患者の知覚過敏や疼
痛など主観的な知覚障害の訴えとの関係や
知覚過敏や疼痛などの数量的、客観的な評
価を試みる。 

 
  
２． 研究の進捗状況 
 
(１) LORETA 解析のためのプログラムを

入手して、事象関連電位成分の従来の解
析方法だけではなく、LORETA での解析も
行えるようにした。これまでに記録した
データーに対して、LORETA解析を行った。 
 

（２） 視覚情報、聴覚情報の脳内情報処理
について研究するため、視覚呈示および
聴覚的呈示の言語課題について、コンピ
ュータで音声呈示用のプログラムを作
成した。 
 

（３） 音声呈示課題のプログラム用いて、
ボタンを押し反応課題における反応の
抑制の際の事象関連電位の Nogo N2成分、
Nogo P3成分について検討した。 

 

（４） あらたに光トポグラフイーが使用
可能となったので、事象関連電位の検討
だけではなく光トポグラフィーを用い
て、事象関連電位の課題試行時における
大脳皮質の活動変化にともなう、酸化ヘ
モグロビン、還元型ヘモグロビン変化と
事象関連電位成分との関係の検討を行
うために、視覚呈示および聴覚的呈示の
言語課題のコンピュータのプログラム
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の変更および改良を行ない、健康成人で
の記録を行った。 

 
（５） 事象関連電位では、一般に単純な聴

覚呈示課題では、事象関連電位成分Ｎｏ 
Nogo N2は明確でないことが多いとされ
ているが、視覚呈示課題同様に、聴覚呈
示課題でも、呈示刺激の判別が困難な課
題や、Ｓ1－Ｓ2刺激対で刺激呈示した場
合には、Nogo N2 成分は明確に認められ、
LORETAでの所見および頭皮上分布は、視
覚呈示刺激課題の際に認められる Nogo 
N2 成分所見と異なった。聴覚刺激時には、
視覚呈示課題と異なる頭皮上分布を示
し、刺激の種類や呈示課題の呈示方法の
違いにたいして、それぞれ異なる情報処
理過程を反映して、反応および反応の抑
制が行なわれることが事象関連電位で
も光トポグラフイーの結果からも示さ
れた。 

 
 
３． 現在までの達成度 

 
②おおむね順調に進展している 
 
（理由）LORETAでの解析も順調に行えるよう
になった。また、光トポグラフィーでの解析
も可能になり、音声、視覚呈示の言語課題の
プログラムを作成し、解析検討は順調に進ん
でいる。 
 
４． 今後の研究の推進方策 

 
視覚、音声による言語課題に関しては、健康
成人のデーターだけではなく、これまでに高
次脳機能障害患者で記録し、データーレコー
ダーテープや光磁気ディスクに記録した脳
波や生データーの LORETA 解析を含めた検討
を行う。 
体性感覚については、電流知覚閾値検査施

行中の光トポグラフィーの記録と解析を続
ける。 
視覚、音声による言語課題、体性感覚につ

いての検討において、光トポグラフィーでの
記録部位と脳波や事象関連電位の国際 10-20
法に基く頭皮上の記録部位との位置関係を
同定し、事象関連電位、光トポグラフィーの
記録と解析を続け、事象関連電位、LORETA解
析、光トポグラフィーでの所見を比較検討す
る。 
 
 
 
 
 
 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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